
















































































































































14 Ἐμοὶ δὲ μὴ γένοιτο καυχᾶσθαι εἰ μὴ ἐν τῷ σταυρῷ τοῦ κυρίου ἡμῶν 
Ἰησοῦ Χριστοῦ, δι’ οὗ ἐμοὶ κόσμος ἐσταύρωται κἀγὼ κόσμῳ. 15 ⸂οὔτε γὰρ⸃ 








　本箇所の異読は、15節の 2つのみである。まず、1つ目は ⸂οὔτε γὰρ⸃
であり、NA28を支持する写本は、𝔓46 B Ψ 33. 1175. 1505. 1739* r (syp) 
samss; Ambst GrNy Chrである。異読は、①  .A C D F G K L P 0278. 81 א
104. 365. 630. 1241. 1881. 2464 𝔐 lat syh** samss boが支持し、ἐν γὰρ Χριστῷ 















仰が〔力あるのである〕」となっており、本節と文章の構造（… γὰρ … 
οὔτε περιτομή τι … οὔτε ἀκροβυστία ἀλλά …）が一致している。それゆえ、




いる lectio brevior potior」にも合致しており
(15)
、NA28に従いうる。異読②は、
異読①の末尾に γάρを加えた形である。原型と思われる NA28の οὔτε 
γάρを残しつつ、ガラ 5:6の ἐν γὰρ Χριστῷ Ἰησοῦを前に付けたのであろう。
　2つ目は ⸀ἐστινであり、NA28を支持する写本は、𝔓46 א* A B C D* F G 
0278. 6. 33. 81. 1175. 1241. 1739. 2464 syp.hmg co; Ambstである。異読は、
D2 K L P Ψ 104. 365. 630. 1505. 1881 𝔐 lat syhが支持し、ἰσχύει（動詞 2א























（μέν Α, δέ Β〔一方でΑ、他方でΒ〕
という組み合わせにおける「他方」のニュアンス）。
　さらに、μὴ γένοιτο（否定詞 μή＋動詞 γίγνομαιの opt. aor2. midd. 3. 
sg.）は、パウロがしばしば用いる定型表現であり、大抵、それ単独で
強い否定を表す（「とんでもない／決してあってはならない」）。パウロ
の真正書簡における用例は、14回（ロマ 3:4, 6, 31, 6:2, 15, 7:7, 13, 9:14, 
11:1, 11, Iコリ 6:15, ガラ 2:17, 3:21, 6:14）であり、新約中、ほかにルカ
20:16のみに見られる。ただし、ここでは、καυχᾶσθαι（動詞 καυχάομαι〔誇
る〕の inf. pres. midd. / pass.）を伴っている。μὴ γένοιτοに不定法を伴う
用例は、新約中で本箇所のみであるが、七十人訳聖書（以下 LXXと略記）









14β） εἰ μὴ ἐν τῷ σταυρῷ τοῦ κυρίου ἡμῶν Ἰησοῦ Χριστοῦ, 
【私たちの主イエス・キリストの十字架においてを別とすれば、】
　14αで「誇る」という行為が強く否定されたにもかかわらず、直ちにそ



























































τομή（割礼）が、τί ἐστιν（不定代名詞 τὶςの n. sg. N. ＋動詞 εἰμί の ind. 









15γ） ἀλλὰ καινὴ κτίσις. 
【新しい創造が〔何か重要なものである〕。】
　ここでの逆接の接続詞 ἀλλά（しかし）は、直前に 2回続いた οὔτεに







































































































悪の中にある世から ἐκ τοῦ αἰῶνος τοῦ ἐνεστῶτος πονηροῦ」あるいは、4:3























































































。それは、後述の Iコリ 2:16、及びロマ 11:34でも「秘義」
を扱った黙示的な文脈で、認識論が取り上げられるからである。そして、









































リ 2章、及び同 15章 50–58節、そしてロマ 11章 25–36節であろう。
































　　ατίς ἔγνω νοῦν κυρίου, 
　　　　　　誰が主の思いを知ったのか、





　　ατίς γὰρ ἔγνω νοῦν κυρίου; 
　　　　　　なぜなら、誰が主の思いを知ったのか。
　　βἢ τίς σύμβουλος αὐτοῦ ἐγένετο;
　　　　　　あるいは、誰が彼の助言者となったのか。
Iコリ 2:16a
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